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はじめに
信頼性の高いセンサー校正には、再現性のある観測が不可欠です。この短い技術研究では、安定した基準を用いて同一の計測器による3つの読み取り値を比較できるかどうかを検証します。

実験手順
機器は室温で保管してください。読み取りの間には10秒間待ち、センサー識別子TS-240を記録してください。実験中は測定単位を変更しないでください。

mean = (24.6 + 24.8 + 25.0) / 3 = 24.8

議論
3つの読み取り値は摂氏24.6度、24.8度、25.0度でした。観測値間のわずかな差は、それ自体では測定の正確さを証明するものではありません。基準がドリフトした場合は、手順を繰り返してください。
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図1. 校正手順のために記録された読み取り値。
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